
図－Ⅲ．２．２．６ 流下速度 50kg/ｈ到達時間の推移と洗浄運転の関係 

113 

立
上

①
-
0
1

立
上

①
-
0
2

立
上

①
-
0
3

実
廃

①
-
0
1

実
廃

①
-
0
2

実
廃

①
-
0
3

実
廃

①
-
0
4

実
廃

①
-
0
5

実
廃

①
-
0
6

実
廃

①
-
0
7

実
廃

①
-
0
8

実
廃

①
-
0
9

実
廃

①
-
1
0

洗
浄

①
-
0
1

洗
浄

①
-
0
2

洗
浄

①
-
0
3

実
廃

②
-
0
1

実
廃

②
-
0
2

実
廃

②
-
0
3

実
廃

②
-
0
4

実
廃

②
-
0
5

実
廃

②
-
0
6

実
廃

②
-
0
7

実
廃

②
-
0
8

実
廃

②
-
0
9

実
廃

②
-
1
0

洗
浄

②
-
0
1

洗
浄

②
-
0
2

洗
浄

②
-
0
3

洗
浄

②
-
0
4

実
廃

③
-
0
1

実
廃

③
-
0
2

実
廃

③
-
0
3

実
廃

③
-
0
4

実
廃

③
-
0
5

流下速度50kg/h到達時間 流下速度100kg/h到達時間

200A到達時主底間抵抗 白金族元素堆積指標

安定運転確認模擬廃液 洗浄 安定運転確認

白金族元素堆積指標

洗浄 性能確認

200A到達時主底間抵抗

洗浄運転を行うこと
で堆積指標が回復傾
向を示す

洗浄運転の１バッチ
目で堆積指標が低下
傾向を示した

5バッチ目以降、
50kg/h到達時間が長

い傾向となった

流
下

速
度

到
達

時
間

［分
］

白
金

族
元

素
堆

積
指

標
［－

］、
主

－
底

間
抵

抗
［Ω

］

洗浄運転の１バッチ目で50ｋｇ/ｈ到達時

間が改善する傾向が見られなかった
洗浄4バッチ目では50ｋｇ/ｈ到達時間が

他のバッチと同程度に改善した



図－Ⅲ．２．２．７ Ａ系列性能確認でのガラス温度等の推移 
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図－Ⅲ．２．２．８ Ａ系列性能確認でのガラス温度等の推移（バッチ平均） 
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図－Ⅲ．２．２．９ Ａ系列性能確認での流下性指標等の推移 
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図-Ⅲ．３．１ 「改善検討結果報告」に示した改善の効果 

ガラス温度測定点を増やすための設備改
造を実施（温度計の追加設置）

複数の温度計の値の変化を総合的に判断す
ることで電力調整を行う運転方法に改善

定期的な回復運転（洗浄
運転）を実施洗浄運転の方法を改善

炉内の白金族元素の保有量をコントロールできた（保有量が
増えることによる炉底部への堆積を防止）
⇒白金族元素が炉底部に急激に沈降、堆積し、洗浄運転によ
り回復が困難な状況に至ることを防ぐことが可能となった

洗浄運転初期のバッチで流下性が低下すること
が無くなった（洗浄運転初期に仮焼層内の白金
族元素が沈降することを防止）
⇒炉内の白金族元素のバランスを維持した状態
で炉内の白金族を抜き出すことが可能となった

安定運転（「ガラス温度等の炉内温度を安定に維持した状態」、「白金族元素が管理された状態」）確認の達成

（ガラス温度測定点の追加）
ガラス温度指示値が仮焼層の影響を受けにくくなり、ガラス温度上
昇等による白金族の炉底部への急激な沈降を防げた
（ガラス温度計の追加設置）
仮焼層の局所的な現象による一時的なガラス温度等の変動に対して
主電極電力、間接加熱出力の調整を行いガラス温度等のバランスを
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